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中
世
の
日
朝
関
係
史
に
つ
い
て
は
戦
前
か
ら
も
少
な
か
ら
ぬ
研
究

が
あ
り
、
ま
た
戦
後
に
お
い
て
も
多
く
の
研
究
者
が
た
し
か
な
業
績

を
あ
げ
て
き
た
。
特
に
二
一
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
研
究
者
の
層
も
厚

く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
的
確
な
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
近
世
を
主
た
る
領
域
と
す
る
小
生
が
口
を
さ
し
は
さ
む
余

地
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
あ
え
て
い
ま
だ
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
部
分
に
つ
い
て
論
及
を
試
み
た
い
。
そ
の
理
由
は
ま
だ
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
い
な
い
『
宗
氏
世
系
私
記
』
の
記
述
に
興
味
を
お
ぼ
え

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
後
述
す
る
と
し
て
、
一
四
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
に
か
け
て
の
先
行
研
究
は
す
で
に
汗
牛
充
棟
只
な
ら
ぬ
も

の
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
お
お
よ
そ
次
の
よ
う

で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
は
田
中
健
夫『
中
世
海
外
交
渉
史
の
研
究
』

が
出
版
さ
れ
、
以
後
、
同
氏
に
よ
っ
て
『
中
世
対
外
関
係
史
』（
一

九
七
五
年
）、『
対
外
関
係
と
文
化
交
流
』（
一
九
八
三
年
）、『
東
ア

ジ
ア
通
交
圏
と
国
際
認
識
』（
一
九
九
七
年
）
な
ど
の
刊
行
以
後
、

夥
し
い
業
績
が
出
さ
れ
、
若
い
研
究
者
の
研
究
意
欲
を
刺
激
し
て
き

た
。
ま
た
、
中
村
栄
孝
の
『
日
鮮
関
係
の
研
究
』
上
・
中
・
下
（
一

九
六
五
年
）
は
戦
前
か
ら
の
同
氏
の
研
究
の
総
括
と
も
い
う
べ
き
業

績
で
あ
り
、
本
論
で
も
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
長
節
子
『
中

世
日
朝
関
係
と
対
馬
』（
一
九
八
七
年
）、
村
井
章
介
『
国
境
を
越
え

て
―
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
の
中
世
』（
一
九
九
七
年
）
を
は
じ
め
と

し
て
、閔
徳
基
『
前
近
代
東
ア
ジ
ア
と
韓
日
関
係
』（
一
九
九
四
年
）、

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
関
周
一
『
中
世
日
朝
海
域
史
の
研
究
』

（
二
〇
〇
二
年
）、
田
中
健
夫
『
対
外
関
係
史
研
究
の
あ
ゆ
み
』（
二

〇
〇
三
年
）、
永
留
久
恵
『
対
馬
国
志
』
中
世
・
近
世
編
（
二
〇
〇

九
年
）、
橋
本
雄
『
中
華
幻
想
』（
二
〇
一
一
年
）、『
偽
り
の
外
交
使

節
』（
二
〇
一
二
年
）、
関
周
一
『
朝
鮮
人
の
見
た
中
世
日
本
』（
二

〇
一
三
年
）
な
ど
、
専
門
的
研
究
を
土
台
に
し
た
一
般
書
も
相
次
い

宗
成
職
島
主
期
の
日
朝
関
係

―
『
宗
氏
世
系
私
記
』
の
記
録
を
中
心
と
し
て
―

仲

尾
　

宏
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で
刊
行
さ
れ
、
そ
の
他
、
こ
こ
に
あ
げ
て
い
な
い
書
冊
も
数
知
れ
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
論
の
よ
う
な
論
考
を
あ
え
て
問
う

余
地
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
指
摘
し
て
お
き
た
い

こ
と
を
見
い
だ
し
た
の
で
、
あ
え
て
拙
論
を
の
べ
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
論
で
と
り
あ
げ
る
史
料
の
中
心
は
『
宗
氏
世
系
私
記
』
で
あ
る
。

こ
の
書
を
も
と
と
し
て
、『
史
料
綜
覧
』
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の

書
が
個
々
の
事
項
を
立
項
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
項
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
吟
味
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
。

そ
こ
で
本
論
で
は
そ
の
他
の
事
項
を
含
め
て
、
同
書
の
う
ち
宗
成し

げ

職も
と

が
島
主
で
あ
っ
た
時
期
に
限
っ
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
摘
出
し

て
論
じ
て
み
た
い
。

　

ち
な
み
に
こ
の
『
私
記
』
は
対
馬
の
嶋
雄
家
に
伝
世
し
て
い
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
稿
本
は
二
種
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
東
大
史
料
編

纂
所
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
弊
原
担
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
記
述
は
桓
武
天
皇
に
は
じ
ま
る
宗
氏
の
家
系
を

足
利
尊
氏
ま
で
の
時
期
で
終
っ
て
お
り
、
肝
心
の
島
主
時
期
（
壬
辰

倭
乱
期
ま
で
の
地
頭
で
あ
っ
た
時
期
）、
す
な
わ
ち
室
町
以
降
の
記

述
が
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
長
崎
県
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
の
稿
本

で
、
こ
ち
ら
は
印
影
本
な
が
ら
、
宗
義
智
の
時
代
、
す
な
わ
ち
壬
辰

倭
乱
期
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
文
字
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
乱
雑
で
読
み

取
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
か
な
り
詳
細
な
記
事
で
あ
り
、
察
す

る
に
『
宗
氏
家
譜
』
や
『
宗
氏
家
譜
略
』
が
成
立
す
る
と
き
に
本
書

を
参
考
に
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
藤
定
房
著

・
鈴
木
裳
三
編
の
『
対
州
編
年
略
』
に
は
本
書
か
ら
引
用
し
た
と
思

わ
れ
る
部
分
も
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代

初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
つ

い
て
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。

　

さ
て
、
本
論
で
宗
成
職
に
着
目
し
た
の
は
『
私
記
』
に
注
目
す
べ

き
記
述
が
あ
る
こ
と
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
当
時
、
京
都
に
お
い
て
は

足
利
義
政
が
前
代
の
七
代
将
軍
義
勝
の
頓
死
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
八

歳
な
が
ら
家
督
に
つ
き
、
一
四
四
九
（
宝
徳
四
）
年
、
一
三
歳
で
征

夷
大
将
軍
に
襲
職
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
一
方
、
宗
成
職
も
ま
た
二
五
歳
で
襲
封
し
た
若
年
の
太

守
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
日
朝
関
係
は
朝
鮮
で
は
世
宗
治
世
の
後
半

期
で
、
通
信
使
名
義
の
対
日
使
節
派
遣
（
一
四
二
八
、
一
四
三
九
、

一
四
四
三
年
）
と
い
う
朝
鮮
側
の
修
交
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
対
馬
と
朝
鮮
間
は
一
四
四
三
（
嘉

吉
三
）
年
に
癸
亥
（
嘉
吉
）
約
条
が
結
ば
れ
、
対
馬
・
朝
鮮
間
の
交

通
統
制
が
制
度
化
さ
れ
て
安
定
し
た
通
交
体
制
が
一
応
出
来
上
が
る

と
同
時
に
、
歳
遣
船
約
条
・
対
馬
島
主
の
文
引
発
給
権
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
が
も
う
け
ら
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

約
条
は
成
職
の
前
代
、
宗
貞
盛
の
島
主
時
代
に
結
ば
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
一
四
五
二
（
享
徳
元
）
年
に
襲
封
し
た
成
職
に
と
っ
て
は
約

条
に
沿
っ
て
、
交
易
の
成
果
を
享
受
し
う
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
な
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お
、
成
職
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
宗
氏
家
譜
』『
宗
氏
家
譜
略
』
に
よ

れ
ば
、
始
祖
知
宗
よ
り
数
え
て
一
〇
代
目
島
主
で
一
四
二
〇
（
応
永

二
七
）
年
生
ま
れ
、
前
島
主
の
貞
盛
の
長
子
で
貞
茂
・
貞
盛
・
成
職

と
三
代
に
わ
た
り
対
馬
中
部
の
佐
賀
に
居
し
、
嗣
子
な
く
従
弟
貞
国

に
封
を
譲
り
、
一
四
六
八
（
応
仁
二
）
年
逝
去
、
妙
泉
院
殿
と
諡
名

さ
れ
た
。

　

な
お
、
松
浦
霞
沼
の
『
朝
鮮
通
交
大
紀
』
の
妙
泉
寺
公
の
記
事
に

は
、成
職
の
没
年
、一
四
六
八
（
応
仁
二
）
年
、朝
鮮
の
恵
荘
王
（
世

祖
）
一
四
年
、「
我
が
州
を
伐
つ
の
教
書
あ
り
、（
東
文
選
に
見
へ
た

り
）
考
と
し
て
左
に
記
す
」
と
し
て
そ
の
全
文
と
和
訳
が
掲
載
さ
れ
、

「
按
ニ
、
こ
れ
又
我
を
恐
喝
す
る
の
事
に
過
ぎ
ず
し
て
、
其
の
実
我

州
を
撃
た
む
に
ハ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
注
釈
を
加
え
て
い
る
。

一
．『
宗
氏
世
系
私
記
』
の
記
事

　

本
書
の
記
述
の
及
ぶ
範
囲
は
既
に
触
れ
た
。
本
論
に
つ
い
て
い
え

ば
、
成
職
の
前
代
・
貞
盛
の
時
代
に
つ
い
て
は
先
述
の
よ
う
に
対
馬

と
朝
鮮
国
と
の
間
に
癸
亥
（
嘉
吉
）
約
条
が
結
ば
れ
た
。
本
書
は
そ

れ
を
詳
細
に
述
べ
、
ま
た
同
時
に
一
族
の
盛
国
・
盛
世
が
少
弐
氏
に

協
力
し
て
筑
紫
に
出
陣
し
て
大
内
氏
の
勢
力
と
戦
っ
た
こ
と
を
報
じ

た
あ
と
、
成
職
時
代
の
記
述
に
入
る
。
以
下
、
そ
の
全
文
を
紹
介
す

る
（
句
読
点
は
論
者
が
入
れ
た
も
の
。
○
印
も
同
様
、
一
部
を
常
用

漢
字
に
置
換
し
た
。）。

宝
徳
三
年
辛
未
八
月
将
軍
遣
僧
允
澎
・
僧
芳
貞
等
於
明
。
享
徳

元
年
壬
申
六
月
廿
二
日
、
貞
盛
卒
、
葬
佐
賀
村
、
諡
円
通
寺
殿

萬
悦
元
勝
。

同
年
成
職
嗣
。
幼
名
盛
職
、
称
彦
六
。
①
将
軍
賜
諱
字
也
。
以

宗
右
馬
助
為
守
護
代
。

同
年
閏
七
月
朝
鮮
船
二
隻
対
州
。
一
船
弔
貞
盛
之
卒
、
一
船
賀

成
職
之
襲
封
。
朝
鮮
慶
弔
之
礼
始
于
此
使
。
秦
盛
幸
、
俗
称
波

多
野
神
兵
衛
、
主
幹
文
章
之
事
。

②
康
正
元
年
乙
亥
将
軍
召
成
職
、
同
九
月
従
筑
紫
上
洛
。
守
護

代
盛
直
、
僧
鉄
灌
等
従
之
。
献
虎
豹
皮
・
磁
器
・
唐
繍
・
花
席

等
。
諸
臣
謁
、
義
政
公
問
朝
鮮
・
明
朝
之
事
。
山
名
宗
全
曰
、

朝
鮮
連
年
遣
使
職
、
然
実
商
賣
也
。
海
陸
多
役
費
、
以
未
不
可

入
京
、
亦
来
則
審
其
来
由
、
接
待
可
待
于
対
馬
。

此
時
成
職
欲
詳
言
州
之
形
情
、而
宗
全
与
大
内
相
好
威
権
甚
強
、

以
得
嘉
頼
・
貞
盛
党
赤
松
之
讒
故
、
□
苟
難
発
、
且
洛
中
有
山

門
衆
徒
嗷
訴
之
事
。
管
領
難
之
終
不
能
言
。
州
事
命
以
外
来
諸

貨
仏
経
等
事
、
盛
直
使
鉄
歓
依
□
助
西
堂
請
言
。
州
事
帰
州
。

同
二
年
丙
子
、
将
軍
遣
使
朝
鮮
、
使
人
通
事　

謝
贈
大
蔵
経
等

諸
貨
。

長
禄
三
年
巳
夘
武
藤
（
少
弐
）
率
対
馬
兵
、
攻
筑
前
、
郡
邑
未
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幾
、
而
為
大
内
所
破
、
帰
対
州
。
恢
復
二
度
。

寛
正
元
年
庚
辰
朝
鮮
遣
使
、
告
京
都
。

同
二
年
辛
巳
亦
朝
鮮
使
来
。
同
五
年
甲
申
、
将
軍
之
弟
浄
土
寺

義
尋
、
長
髪
改
名
義
親
（
視
）
号
今
出
川
殿
。
細
川
勝
元
為
執

事
。
以
来
両
御
所
。

同
六
年
乙
酉
将
軍
遣
使
明
、
遣
唐
使
船
来
往
於
対
州
。
其
後
謂

之
□
御
公
事
。

文
正
元
年
丙
戌
贈
書
朝
鮮
、
求
唐
貨
。

応
仁
元
年
丁
亥
教
頼
与
州
盛
直
等
率
対
州
兵
、
攻
筑
前
、
戦
於

博
多
（
大
）
宰
府
御
笠
之
間
。
対
州
兵
敗
績
、
盛
直
等
州
兵
之

死
。
恢
復
等
三
度
。
教
頼
等
于
志
多
賀
村
、
葬
之
東
月
寺
。
子

頼
忠
在
対
州
。
同
二
年
戌
子
七
月
五
日
成
職
卒
。
享
年
四
十
九
、

諡
号
妙
泉
寺
殿
。
貼
宗
昌
玖
（
大
禅
定
門
）。

　

以
上
が
『
私
記
』
の
成
職
島
主
時
代
の
全
記
述
で
あ
る
。（
括
弧

内
は
論
者
が
補
筆
）

　

成
職
の
対
馬
太
守
と
し
て
の
在
任
期
間
は
上
記
に
み
る
と
お
り
、

長
期
で
は
な
い
。
一
四
五
二
（
享
徳
元
）
年
か
ら
一
四
六
八
（
応
仁

二
）
年
ま
で
の
一
六
年
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
間
、
以
下
に
み

る
よ
う
に
、
ひ
と
つ
は
京
都
の
将
軍
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
も
う

一
つ
は
対
馬
と
朝
鮮
国
と
の
関
係
に
お
い
て
重
要
な
事
柄
が
起
き
て

い
る
。
以
下
、
上
記
『
私
記
』
の
丸
字
の
順
に
し
た
が
っ
て
検
討
す

る
。二

．
京
都
将
軍
家
と
の
か
か
わ
り

　

①
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
あ
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄

は
、
成
職
が
八
代
将
軍
に
襲
職
し
た
足
利
義よ

し

成し
げ

か
ら
そ
の
諱
を
拝
受

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、三
管
四
職
な
ど
と
い
わ
れ
た
斯
波
、

畠
山
、
細
川
な
ど
の
有
力
守
護
大
名
が
将
軍
の
諱
の
一
字
を
拝
領
す

る
こ
と
で
、
自
己
の
地
位
を
権
威
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
そ
れ
に
な
ら
っ
て
各
地
の
大
名
も
ま
た
、
そ
れ
に
追
従
す
る

動
き
も
あ
っ
た
。
他
方
、
将
軍
家
か
ら
、
大
名
た
ち
の
忠
誠
の
意
思

を
確
認
す
る
た
め
に
与
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
だ
が
、

中
央
か
ら
遠
く
離
れ
、
素
性
か
ら
い
っ
て
も
源
氏
と
の
つ
な
が
り
が

な
く
、
の
ち
に
桓
武
平
氏
の
後
裔
と
自
称
す
る
対
馬
宗
氏
に
与
え
た

こ
と
は
注
目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

足
利
義
政
（
成
）（
一
四
三
五
～
九
〇
年
）
は
先
述
の
よ
う
に
兄

・
義
勝
の
死
後
、
僅
か
一
三
歳
で
将
軍
職
に
就
く
が
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
一
四
四
六
（
文
安
三
）
年
、
後
花
園
天
皇
よ
り
「
義
成
」
の
諱

を
賜
り
従
五
位
上
に
列
し
た
。
そ
の
後
、
一
四
五
三
（
享
徳
二
）
年

六
月
に
「
義
政
」
と
改
名
し
た
。

　

一
方
、
宗
成
職
の
幼
名
は
前
記
史
料
で
は
「
彦
六
」
と
あ
る
が
、

『
家
譜
』
お
よ
び
『
家
譜
略
』
で
は
「
神
谷
私
記
」
の
引
用
と
し
て
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「
小
宇
彦
万
丸
」「
中
頃
彦
太
郎
」
と
も
あ
る
。
ま
た
刑
部
少
輔
を

自
称
し
た
と
あ
る（

１
）。
ま
た
『
対
州
編
年
略
』
で
は
「
初
ノ
名
ハ
彦
六
、

成
、
之
志し

計げ

唱
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
な
ぜ
「
成
」
と
い
う
一
宇
名

が
記
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。『
私
記
』
で
は
幼
名
「
盛
職
」

と
あ
り
、「
盛
」
の
字
は
「
貞
」
な
ど
と
な
ら
ん
で
地
頭
職
に
つ
い

た
宗
家
の
棟
梁
の
諱
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
も
時
に
使
わ
れ
て
き
た
名

で
あ
る
。
地
頭
職
を
宗
家
と
し
て
継
い
だ
時
点
、
す
な
わ
ち
一
四
五

六
（
康
正
二
）
年
の
襲
封
時
点
で
は
彼
の
名
は
「
幼
名
」
と
あ
る
が
、

元
服
後
の
「
盛
職
」
と
い
う
名
乗
り
だ
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、

成
職
の
没
年
に
つ
い
て
は
一
四
六
七
（
応
仁
元
）
年
説
が
長
節
子
氏

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る（

２
）。

　

対
馬
宗
氏
と
京
都
の
将
軍
家
と
の
関
わ
り
は
一
六
世
紀
に
入
る
と

も
う
一
度
密
接
と
な
る
。
一
五
〇
〇
（
明
応
九
）
年
に
襲
封
し
た
第

一
二
代
島
主
材
盛
は
、
一
〇
代
将
軍
義
材
か
ら
そ
の
諱
一
字
を
拝
受

し
、
初
名
の
盛
貞
か
ら
材
盛
と
改
め
た
。
ま
た
材
盛
の
子
、
盛
順
は

一
五
〇
五
（
永
正
二
）
年
に
襲
封
し
た
あ
と
、一
五
一
一
（
永
正
八
）

年
に
使
者
が
上
洛
し
て
将
軍
義
尹
（
義
材
と
同
一
人
物
・
義
稙
と
も

称
す
る
）
か
ら
そ
の
諱
を
賜
る
こ
と
を
請
い
、翌
年
源
姓
の
諱
「
義
」

と
守
護
大
名
家
ク
ラ
ス
に
許
さ
れ
る
「
屋
形
号
」
の
使
用
を
許
さ
れ
、

義
盛
と
称
し
た
。
義
盛
は
将
軍
に
忠
誠
を
誓
っ
て
将
軍
家
を
京
都
か

ら
追
放
し
た
細
川
勢
と
各
地
で
戦
い
、
戦
功
を
あ
げ
、
ま
た
少
弐
氏

滅
亡
後
、
大
内
氏
に
よ
っ
て
筑
紫
・
肥
前
な
ど
の
所
領
が
う
ば
わ
れ

た
こ
と
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
褒
賞
と
し
て
北
近
江
で
八
百
貫
を

賜
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
讃
岐
守
な
ど
の
受
領
名
を
な
の
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
島

主
や
、
畿
内
に
拠
点
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
島
主
も
い
て
、
対
馬
島

主
も
し
だ
い
に
戦
国
大
名
の
道
を
歩
み
始
め
る（

３
）。
江
戸
時
代
に
入
っ

て
、
幕
藩
体
制
下
で
も
江
戸
期
初
代
の
義
智
を
は
じ
め
藩
主
の
多
く

が
「
義
」
と
い
う
文
字
を
諡
に
入
れ
る
名
乗
り
を
し
た
の
は
こ
の
よ

う
な
室
町
時
代
の
京
都
の
将
軍
家
と
の
関
わ
り
の
継
続
を
意
識
し
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

②
の
成
職
の
上
洛
の
件
は
ま
こ
と
に
異
例
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
も

南
北
朝
時
代
に
は
宗
氏
と
そ
の
勢
力
が
北
朝
や
幕
府
軍
と
係
わ
っ
た

こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
宗
氏
当
主
が
将
軍
か
ら
の
召
し
に
よ
っ

て
上
洛
し
た
こ
と
は
初
め
て
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
は
足
利
家
の
将
軍
と
し
て
も
、
ま
だ
内
政
・
外
交
と
も

に
実
権
を
掌
握
し
た
わ
け
で
は
な
い
若
い
義
政
に
と
っ
て
、
そ
の
政

治
を
に
な
う
た
め
に
は
で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
を
得
た
か
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
一
四
四
三
（
嘉
吉
三
）
年
の
朝
鮮
通
信
使
（
正
使
・

卞
孝
文
、
副
使
・
尹
仁
甫
・
書
状
官
・
申
叔
舟
）
が
入
洛
し
た
時
、

義
政
は
未
だ
七
歳
だ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
記
憶
に
残
っ
て
い
た
か

も
知
れ
な
い
。
だ
が
義
政
の
将
軍
襲
職
の
前
年
に
は
文
渓
・
正
祐
ら

の
「
日
本
国
王
使
」
が
足
利
義
成
名
義
の
国
書
を
持
っ
て
朝
鮮
国
都

を
訪
れ
て
お
り
（
一
四
四
八
・
文
安
五
年
）、
こ
の
国
書
の
発
給
を
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義
成
は
蔭
凉
軒
関
係
者
な
ど
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ

る
。
ま
た
別
の
側
近
か
ら
も
遣
明
船
や
朝
鮮
と
の
交
易
に
か
か
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
情
報
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
私
記
』
に
あ
る
よ
う
に
一
四
五
一
（
宝
徳
三
）
年
に
は
第

一
一
次
遣
明
船
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
結
果
と
し
て

天
龍
寺
ほ
か
畿
内
・
西
国
の
六
寺
院
が
出
資
、
乗
員
合
計
一
二
〇
〇

人
と
い
う
大
船
団
と
な
っ
た
の
だ
が
、
幕
府
周
辺
は
す
で
に
そ
の
計

画
を
始
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
義
成
は
切
実
に
朝
鮮
・
中
国
に

か
か
わ
る
知
識
を
求
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

成
職
は
義
成
か
ら
の
命
を
受
け
て
一
四
五
五
（
康
正
元
）
年
、
襲

封
後
三
年
目
に
し
て
守
護
代
宗
盛
直
、
僧
鉄
灌
な
ど
を
従
え
、
朝
鮮

か
ら
の
贈
品
や
交
易
で
得
た
品
々
を
手
土
産
に
京
都
へ
向
か
っ
た
。

京
都
で
は
将
軍
義
成
改
め
義
政
が
一
行
に
謁
し
た
。
こ
の
と
き
の
管

領
は
細
川
勝
元
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
名
は
『
私
記
』
に
は
登
場
し
て

い
な
い
。代
わ
り
に
大
き
く
記
述
さ
れ
て
い
る
人
物
は
山
名
持
豊（
宗

全
）
で
あ
っ
た
。

　

宗
全
は
、
朝
鮮
は
連
年
の
ご
と
く
遣
使
し
て
く
る
よ
う
だ
が
、
そ

れ
は
商
売
の
利
益
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
使
者
が
京
都
へ
来
る

に
は
海
陸
と
も
多
額
の
費
用
を
弁
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
入
京

さ
せ
る
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い
、
そ
の
来
る
べ
き
理
由
を
は
っ
き
り

さ
せ
、
そ
の
接
待
は
対
馬
で
持
つ
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
に

対
し
て
成
職
は
こ
れ
ま
で
の
対
馬
と
朝
鮮
と
の
関
係
を
詳
細
に
述
べ

た
。
し
か
し
こ
の
頃
、
京
都
で
は
山
名
氏
、
そ
し
て
大
内
氏
の
権
勢

が
甚
だ
強
く
、
さ
ら
に
対
馬
宗
氏
と
連
携
し
て
い
た
少
弐
氏
の
嘉
頼

や
宗
貞
盛
は
、六
代
将
軍
義
教
が
殺
さ
れ
た
先
年
の
嘉
吉
の
変
の
際
、

赤
松
氏
に
加
担
し
て
い
た
と
の
讒
言
が
あ
っ
て
、
自
由
に
物
を
言
え

る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
。

　

ま
た
そ
の
頃
洛
中
で
は
、
延
暦
寺
山
門
衆
徒
の
強
訴
が
あ
り
、
管

領
の
細
川
氏
も
発
言
を
た
め
ら
う
状
況
だ
っ
た
の
で
、
対
朝
鮮
問
題

に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
方
向
性
も
見
え
ぬ
間
に
終
っ
た
、
と
い
う
。

そ
し
て
対
馬
か
ら
持
参
し
た
諸
物
や
仏
典
は
鉄
灌
を
し
て
某
僧
に
預

け
て
帰
州
し
た
。

　

こ
の
後
一
四
六
〇
（
寛
正
元
）
年
、
朝
鮮
か
ら
の
使
節
が
来
島
し

た
時
に
は
そ
の
こ
と
を
京
都
へ
報
告
し
た
。

　

以
上
が
『
私
記
』
が
語
る
宗
成
職
の
京
都
将
軍
家
と
の
応
接
の
報

告
で
あ
る
。
こ
の
会
見
が
果
し
て
義
政
の
期
待
に
ど
こ
ま
で
応
え
た

か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
対
馬
宗
氏
と
朝
鮮
国
と
の

関
係
を
あ
る
程
度
詳
ら
か
に
知
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
日
朝

関
係
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
対
馬
宗
氏
が
不
可
欠
の
存
在

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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三
．
宗
成
職
時
代
の
対
馬 

― 

朝
鮮
関
係

　

一
四
四
四
（
嘉
吉
四
）
年
、
成
職
は
元
服
の
時
を
迎
え
た
。
そ
の

前
年
、
父
・
貞
盛
は
使
者
津
江
次
郎
を
朝
鮮
へ
派
遣
し
て
い
た
。
次

郎
は
朝
鮮
礼
曹
に
対
し
て
一
〇
月
壬
辰
日
、「
長
子
千
代
熊
、
明
年

歳
首
加
冠
、
請
別
賜
」
と
い
わ
し
め
た
。
国
王
世
宗
は
こ
れ
に
対
し

て
「
綿
紬
四
匹
、
麻
布
三
匹
、
苧
布
三
匹
」
を
贈
る
こ
と
に
同
意
し

た（
４
）。

　

こ
れ
が
お
そ
ら
く
成
職
の
名
が
史
書
に
最
も
早
く
登
場
し
た
事
例

で
あ
る
。

　

そ
の
父
・
貞
盛
は
一
四
五
二
（
宝
徳
四
）
年
六
月
二
二
日
死
去
し

た
。
そ
の
死
の
直
前
、
四
月
二
八
日
に
、
貞
盛
は
対
馬
の
八
幡
本
宮

に
一
切
経
を
、
子
息
成
職
を
し
て
寄
贈
せ
し
め
た
。
そ
し
て
こ
れ
は

「
朝
鮮
通
交
に
就
き
始
め
て
祈
渡
す
る
の
品
な
り
。
故
に
宗
廟
に
納

め
る
云
々
」
と
い
う（

５
）。

　

貞
盛
の
逝
去
に
際
し
て
は
朝
鮮
か
ら
弔
意
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
て

き
た
。
同
年
閏
八
月
、
致
奠
官
・
李
堅
義
、
致
愽
官
・
皮
尚
宜
が
対

馬
に
来
島
し
、成
職
の
家
で
致
弔
し
た
。
ま
た
九
月
円
通
寺
で
致
奠
、

成
職
は
彼
ら
を
私
宅
に
招
き
宴
慰
し
た
。
成
職
は
使
者
の
来
島
を
喜

び
、「
大
国
之
遣
使
」
を
迎
え
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。

　

朝
鮮
側
の
新
島
主
へ
の
襲
職
に
つ
い
て
の
見
方
と
対
馬
島
内
の
動

静
観
察
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

慶
尚
道
観
察
使
は
約
条
に
よ
り
、
朝
鮮
へ
来
る
者
は
必
ず
貞
盛
の

図
書
を
携
行
す
る
と
い
う
「
密
約
」
が
あ
り
、
貞
盛
も
ま
た
「
誠
心

帰
順
」
し
て
き
た
が
、
其
の
嗣
子
は
年
幼
く
、
島
人
は
そ
の
命
令
を

聴
か
な
い
恐
れ
も
あ
り
、
国
家
と
し
て
防
備
を
厳
重
に
す
べ
き
で
あ

る
と
啓
上
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
朝
廷
は
親
子
間
の
継
職
で
も
あ
り
、

そ
の
変
心
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
三
浦
倭
人
の
動
静
に
は
注
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
す
る
見
解
を
出
し
た（

６
）。

　

ま
た
朝
鮮
が
弔
祭
に
送
っ
た
祭
文
の
冒
頭
で
は
「
惟
霊
篤
順
実
、

克
継
先
志
、
恭
勤
事
大
、
輯
和
下
人
、
禁
暴
弭
姦
、
藩
塀
我
国
家
、

敬
順
之
心
、
終
始
一
誠
、
国
家
待
之
、
亦
終
始
無
問
（
以
下
略
）」

と
そ
の
忠
誠
を
褒
め
、
祭
物
と
し
て
沈
束
香
一
斤
、
祭
酒
三
十
瓶
等
、

賻
物
と
し
て
白
苧
布
一
十
匹
、
白
綿
布
一
十
匹
、
正
布
一
百
匹
ほ
か

数
々
の
品
を
贈
っ
た
。
そ
の
復
命
の
記
事
に
は
円
通
寺
で
の
致
奠
の

様
子
を
「
島
内
僧
俗
男
女
老
幼
、
観
者
群
衆
、
初
八
日
致
賻
物
於
島

油
主
之
家
、
島
主
拝
受
、
十
四
日
、
島
主
率
靡
下
、
来
船
設
宴
、
一

五
日
島
主
使
人
邀
請
臣
等
于
家
、
宴
慰
曰
、
先
父
向
大
国
輸
誠
、
況

今
継
業
之
初
、
特
蒙
新
殿
下
垂
恤
、
敢
不
益
竭
忠
誠
、
予
聞
大
国
人

物
、
被
虜
尚
多
、
欲
尽
捜
還
、
以
報
殿
下
厚
恩（

７
）」
と
あ
る
。
成
職
と

し
て
は
島
主
襲
職
時
の
覚
悟
を
披
瀝
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
一
一
月
庚
申
条
に
は
「
日
本
国
対
馬
島
太
守
宗
彦
六
、
遣

人
来
献
土
物
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
か
ら
の
弔
意
と
継
職
祝
賀
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の
使
節
来
島
に
対
す
る
と
り
あ
え
ず
の
謝
意
を
あ
ら
わ
す
使
者
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
あ
と
、
同
じ
月
の
丙
戌
条
に
は
「
日
本
国

対
馬
州
太
守
宗
彦
六
成
職
、
請
図
書
、
及
児
名
千
代
熊
図
書
、
従
之
」

と
あ
る
。

　

こ
れ
は
恐
ら
く
、
成
職
が
父
と
の
血
縁
の
証
明
と
図
書
受
給
の
正

統
的
継
承
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
以
降
、『
実
録
』
に
は
宗
成
職
と
い
う
名
で
の
遣
使
名
で
統
一

さ
れ
る
。（
別
表
参
照
）

　

朝
鮮
国
と
し
て
も
癸
亥
約
条
の
制
定
、
釣
魚
約
条
の
制
定
な
ど
を

通
じ
て
、
対
馬
島
主
の
統
制
力
に
よ
っ
て
、
倭
寇
的
行
為
の
絶
滅
を

図
っ
て
い
た
時
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
新
島
主
が
前
主
と
変
わ
ら
ぬ
統

制
力
を
発
揮
し
、
朝
鮮
王
朝
に
対
す
る
忠
誠
の
証
し
を
継
続
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
い
え
る
。
な
お
、
宝
徳
三
年
七
月
条

に
は
朝
鮮
か
ら
の
二
船
が
対
馬
に
来
た
り
、
そ
の
一
船
は
貞
盛
卒
に

対
す
る
弔
意
、他
の
一
船
は
成
職
襲
封
の
賀
を
表
す
使
節
船
と
い
い
、

こ
れ
が
「
朝
鮮
慶
弔
之
礼
」
こ
こ
に
始
ま
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
た
い
。貿
易
や
そ
の
他
の
実
務
的
な
往
来
だ
け
で
な
く
、

京
都
の
将
軍
家
に
対
す
る
慶
弔
儀
礼
は
す
で
に
朝
鮮
で
は
世
宗
代
に

は
開
始
さ
れ
て
い
た
い
た
が
、
日
本
の
一
辺
州
で
あ
る
対
馬
島
主
に

対
す
る
慶
弔
儀
礼
も
こ
の
成
職
の
代
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
朝

鮮
の
対
馬
に
対
す
る
処
遇
の
関
心
の
高
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
、
と

も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
う
か
。
こ
れ
は
江
戸
期
に
入
っ
て
、
通

信
使
の
往
来
が
両
国
間
の
国
家
的
行
事
と
し
て
定
着
し
た
時
期
で
も

継
続
さ
れ
た
。

　

宗
貞
盛
の
時
代
は
約
条
の
制
定
な
ど
も
あ
り
、
ま
た
通
信
使
が
朝

鮮
か
ら
三
度
も
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
国
王
使
も
数

度
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
往
来
の
円
滑
な
実
施
の

た
め
に
も
細
部
に
わ
た
る
交
渉
や
調
整
の
た
め
に
対
馬
か
ら
も
夥
し

い
使
者
の
遣
使
が
朝
鮮
に
向
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
嘉
吉
の
癸
亥
約

条
締
結
の
結
果
、
朝
鮮
沿
岸
の
所
謂
「
三
浦
」
に
日
本
人
（
そ
の
大

多
数
は
対
馬
人
）
の
居
住
と
往
来
が
あ
っ
た
の
で
、
両
者
の
緊
密
な

協
力
体
制
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
新
島
主
と
な
っ
て
も
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
朝
鮮
に
と
っ
て
も
も
っ
と
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
別
表
の
よ
う
に
対
馬
か
ら
朝
鮮
へ
の
使
者
は
成
職
時

代
も
夥
し
い
回
数
を
数
え
た
。
記
録
上
、
接
近
し
た
月
日
の
場
合
は

同
一
の
使
者
が
日
を
た
が
え
て
別
の
目
的
で
別
の
相
手
に
「
献
物
」

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
回
数
は
た
だ
な
ら
ぬ

も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
足
利
義
政
も
別
表
に
あ
る
よ
う
に
そ
の
在
世
中
（
将
軍
職
委

譲
後
も
含
む
）
に
一
〇
数
回
に
の
ぼ
る
「
日
本
国
王
使
」
を
派
遣
し

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
「
寺
社
募
縁
船
」
も
数
多
く
含
ま

れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
側
で
は
そ
の
す
べ
て
を
「
国
王
」
の
名
義
に
よ

る
国
書
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
「
国
王
使
」
と
し
て
扱
っ
た
。
ま
た
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義
政
時
代
後
半
に
遣
わ
す
使
節
派
遣
の
理
由
が
、
朝
鮮
・
世
祖
朝
の

「
仏
縁
奇
瑞
」
に
か
ら
め
て
の
渡
航
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
成
職

時
代
に
は
、
近
年
し
だ
い
に
明
瞭
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
所
謂
「
偽
使
」

が
横
行
し
始
め
た
時
代
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
何
人
か
の
先
達
が

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。

　

こ
こ
で
問
題
に
し
て
お
き
た
い
の
は
成
職
時
代
の
「
受
職
」
問
題

で
あ
る
。
申
叔
舟
『
海
東
諸
国
紀
』
の
田
中
健
夫
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

申
叔
舟
に
よ
る
通
交
者
は
「
国
王
・
巨
酋
（
有
力
守
護
大
名
）・
対

馬
島
主
、
諸
酋
（
中
小
豪
族
）、
受
図
書
人
（
受
図
書
印
所
持
者
）、

受
職
人
（
朝
鮮
の
官
位
を
受
け
た
者
）」
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
総
数

は
一
八
〇
に
達
す
る（

８
）。

　

問
題
は
宗
成
職
が
果
し
て
自
ら
そ
の
よ
う
な
「
受
職
」
を
望
ん
だ

か
ど
う
か
に
あ
る
。
こ
の
論
考
に
つ
い
て
も
、
は
る
か
以
前
に
中
村

栄
孝
の
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』（
一
九
六
五
）
に
詳
説
さ
れ
て
い

る
が
、
ま
ず
は
そ
の
紹
介
か
ら
は
じ
め
る（

９
）。

四
．
宗
成
職
の
朝
鮮
官
爵
授
与
を
め
ぐ
っ
て

　

本
稿
の
「
宗
成
職
島
主
期
の
朝
鮮
遣
使
年
表
」
の
一
四
六
一
年
六

月
壬
午
・
癸
未
条
に
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
国
か
ら
島
主
・
宗
成
職
に

官
爵
を
授
職
さ
せ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
対
馬
と
朝
鮮
と
の
関
係
の
外
交
上
、
交
易
上
も
大
き
な

問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
下
手
を
す
れ
ば
、
対
馬
の
帰
属
問

題
に
も
通
ず
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
件
は
決
定
的
な
結
論
が
出
な

い
ま
ま
、
う
や
む
や
に
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
中
村
栄
孝
は
こ
の
件
に

注
目
し
て
、
そ
の
大
著
の
中
で
一
節
を
た
て
て
論
じ
て
い
る
。（
註

９
参
照
）
そ
れ
も
参
酌
し
つ
つ
、
事
態
の
推
移
を
た
ど
れ
ば
次
の
よ

う
で
あ
る
。

①
一
四
六
一
（
寛
正
二
）
年
六
月
、
世
祖
国
王
は
重
臣
に
対
し
「
対

馬
島
主
宗
成
職
が
受
職
を
請
う
て
き
た
の
で
、「
従
一
品
」
と
す

る
か
「
正
二
品
」
と
す
る
か
の
意
見
を
求
め
た
。
論
議
の
結
果
、

将
来
の
昇
進
請
求
問
題
も
あ
り
う
る
の
で
、「
従
一
品
」を
授
け「
中

枢
院
事
兼
対
馬
州
都
節
制
使
」
と
い
う
官
職
を
与
え
る
こ
と
と
し

た
。
こ
の
時
代
、
対
馬
島
主
が
朝
鮮
朝
廷
か
ら
渡
航
す
る
島
内
外

の
勢
力
に
対
し
、
渡
航
許
可
証
で
あ
る
「
図
書
」
の
発
給
権
を
朝

鮮
か
ら
授
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
措
置
は
、
そ

の
よ
う
な
朝
鮮
政
府
の
対
外
政
策
の
整
序
と
い
う
視
点
で
み
れ
ば

あ
り
得
る
方
策
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
職
禄
の
給
付
も
増
加
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
対
馬
と
し
て
も
不
満
を
生
じ
る
も
の
で

は
な
い
。

②
と
こ
ろ
が
突
然
、
こ
の
請
を
朝
鮮
朝
廷
に
伝
え
た
当
の
向
化
倭
人

の
豆
奴
鋭
（
津
江
）
が
こ
の
授
職
の
取
り
消
し
に
奔
走
し
、
そ
の

た
め
、
授
職
の
た
め
の
敬
差
官
と
し
て
対
馬
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
李
継
孫
は
、
途
中
か
ら
引
き
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。
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③
豆
奴
鋭
は
一
端
抑
留
さ
れ
た
が
、
向
化
倭
人
で
あ
る
ゆ
え
も
あ
っ

て
、「
還
」
と
さ
れ
、
追
放
さ
れ
た
も
の
の
重
罰
を
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

以
上
が
そ
の
顛
末
の
概
略
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
案
件
は
対
馬

側
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
も
の
か
、
中
間
に
立
っ
た
豆
奴
鋭
や
も
と

中
国
人
で
あ
っ
て
成
職
島
主
の
側
近
で
文
書
起
案
、
翻
訳
な
ど
外
事

方
面
の
担
当
を
し
た
秦
盛
幸
あ
た
り
の
策
謀
に
よ
る
も
の
か
、
と
い

う
疑
い
を
中
村
栄
孝
は
の
べ
て
い
る
。

　

そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
こ
こ
に
成
職
時
代
の
対
馬
の
お
か
れ
た

微
妙
な
立
場
が
露
呈
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。す
な
わ
ち
、

日
本
の
中
央
政
権
担
当
者
で
あ
る
足
利
義
政
か
ら
は
忠
実
な
臣
下
を

期
待
さ
れ
、
朝
鮮
問
題
を
中
心
と
し
た
様
々
な
情
報
提
供
を
し
て
き

た
宗
成
職
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
、
朝
鮮
朝
廷
か
ら
事
実
と
し
て
そ

の
対
日
交
易
関
係
の
安
定
の
た
め
の
職
務
権
限
を
任
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
世
の
対
馬
島
主
は
、
こ
の
よ
う
な
ダ
ブ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
立
場
を
使
い
分
け
つ
つ
、
絶
え
ざ
る
食
料
不
足
に

対
応
し
、
か
つ
島
内
や
近
海
の
海
賊
首
領
の
統
制
も
行
わ
な
け
れ
ば

存
続
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
、
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
受
職

問
題
に
つ
い
て
は
、
島
主
・
成
職
の
意
向
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
語

る
史
料
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
事
実
が
惹
起
し
た
問
題
性
は

大
き
い
。

五
．
癸
亥
約
条
体
制
と
対
馬

　

倭
寇
の
活
動
の
終
熄
を
め
ざ
し
て
、
朝
鮮
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
打

っ
た
。
そ
し
て
対
馬
島
主
の
個
別
利
害
と
島
主
以
外
の
西
日
本
沿
岸

各
地
の
諸
豪
族
（
諸
酋
）
の
利
害
を
調
整
し
つ
つ
、
次
第
に
統
制
策

を
成
功
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
間
の
詳
細
な
手
法
に
つ
い
て
は
前
記

中
村
栄
孝
の
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
に
詳
し
く
、
ま
た
田
中
健
夫

の
研
究
で
も
何
度
か
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
づ
か
み

に
い
え
ば
、
そ
れ
ら
の
通
交
統
制
策
は
宗
成
職
の
父
・
先
代
島
主
・

宗
貞
盛
の
時
代
に
主
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
中
村
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

は
次
の
五
つ
の
手
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
は
授
図
書
制
、
そ
の
二
は

書
契
に
よ
る
統
制
、
そ
の
三
は
対
馬
島
主
の
発
行
す
る
文
引
（
保
証

書
）
の
携
帯
強
制
、
そ
の
四
は
歳
遣
船
の
定
数
指
定
、
そ
の
五
は
通

信
符
の
制
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
宗
成
職
の
時
代
に
も
引
き

継
が
れ
る
。
と
り
わ
け
、そ
の
実
効
を
保
証
し
た
の
が
一
四
四
三（
嘉

吉
三
）
年
の
癸
亥
約
条
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
対
馬
宗
氏

は
毎
年
の
交
易
船
は
五
〇
艘
と
さ
れ
た
。
例
外
船
と
し
て
特
送
船
と

い
う
も
の
も
認
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
原
則
は
五
〇
艘
で
あ
る
。
ま

た
そ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
き
た
朝
鮮
よ
り
の
米
・
豆
二
百
石
の
歳
賜

米
の
制
度
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
一
挙
に
合
意
さ
れ
定
め
ら
れ

た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
一
四
四
三
年
に
到
っ
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て
、
ほ
ぼ
朝
鮮
と
対
馬
と
の
間
で
合
意
が
み
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
対
馬
や
日
本
国
王
使
の
上
京
道
路
、
接
待
基
準

な
ど
も
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
大
要
は
申
叔
舟
の
『
朝
聘
応

接
記
』
に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
朝
鮮
国
内
の
三
ヵ
所
に

日
本
商
人
の
定
住
を
認
め
る
「
恒
居
倭
」
の
居
留
地
を
認
め
た
。
薺

浦
・
冨
山
浦
・
塩
浦
で
あ
る
。

　

ま
た
、
漁
業
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
四
四
一
（
嘉
吉
元
）
年
に
孤

草
島
釣
漁
条
約
が
結
ば
れ
、
対
馬
漁
業
者
の
権
益
が
保
証
さ
れ
た
。

宗
成
職
の
執
政
時
代
は
以
上
の
よ
う
な
朝
鮮
・
対
馬
間
の
経
済
的
権

益
の
相
互
保
証
体
制
下
に
あ
っ
た
。
以
上
を
総
じ
て
癸
亥
約
条
体
制

と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
宗
成
職
の
時
代
は
、
そ
れ
ら
の
円
滑
な
実
行
が
双

方
に
求
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
え
よ
う
。

　

一
五
五
四
（
享
徳
三
）
年
八
月
に
対
馬
船
一
二
艘
が
薺
浦
に
や
っ

て
き
た
。
当
地
の
辺
将
に
よ
れ
ば
、
約
条
所
定
五
〇
艘
の
定
数
は
す

で
に
尽
き
て
い
た
。
彼
ら
は
接
待
を
強
要
し
、
辺
将
は
図
書
を
持
つ

特
送
船
も
五
〇
艘
の
枠
内
の
筈
で
、
こ
れ
は
約
条
違
反
と
し
て
強
く

抗
議
し
た
。
ま
た
一
五
五
五
（
康
正
元
）
年
四
月
の
記
事
で
は
、
去

年
正
月
か
ら
三
月
ま
で
で
所
送
の
船
は
す
で
に
五
〇
艘
を
越
し
て
い

た
。
そ
の
こ
と
を
辺
将
は
朝
廷
に
報
告
せ
ず
、
八
月
に
な
っ
て
そ
の

こ
と
が
公
け
に
な
る
や
、
一
二
艘
を
還
送
せ
し
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
折
角
、
対
馬
と
朝
鮮
朝
廷
と
の
間
で
締
結
さ
れ

た
約
条
で
あ
る
が
、
対
馬
を
主
と
し
た
朝
鮮
へ
の
約
条
超
過
の
渡
航

船
の
跋
扈
は
止
ま
ず
、
そ
の
対
策
に
朝
鮮
側
が
追
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
『
実
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
、
対
馬
の
零
細
漁
民

や
商
人
の
生
活
が
窮
迫
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
朝
鮮
と
の
交
易

の
利
潤
が
大
き
か
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
が
原

因
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
対
馬
が
中
国
と
の
関
係
改
善

を
朝
鮮
国
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
実
録
』
に
よ

れ
ば
一
四
六
四
（
寛
正
五
）
年
、
成
職
は
対
外
関
係
に
携
わ
っ
て
き

た
秦
盛
幸
を
特
使
と
し
て
朝
鮮
に
派
遣
し
、
書
状
を
も
っ
て
そ
の
意

を
伝
え
た
。
そ
の
書
に
よ
れ
ば
、
往
古
よ
り
父
・
貞
盛
の
時
代
ま
で

対
馬
の
賊
が
大
明
国
の
沿
岸
を
荒
し
回
り
、
多
大
の
損
害
を
与
え
て

き
た
。
今
は
そ
の
こ
と
を
深
く
反
省
し
て
い
る
の
で
、
朝
鮮
国
王
は

憐
憫
の
心
を
も
っ
て
、
対
馬
が
賊
船
を
停
止
し
、
信
音
を
通
じ
た
い
、

と
し
て
い
る
意
思
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
達
し
て
ほ
し
い
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
使
船
を
派
遣
し
て
も
、
賊
と
み
な
さ
れ
捕

獲
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
願
わ
く
ば
貴
国
の
旗
を
得
て
符
験
と
さ
せ

て
頂
き
た
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
朝
廷
内
部
で
の

議
論
の
後
、
世
祖
国
王
は
そ
の
よ
う
な
提
案
は
、
皇
帝
は
聴
許
し
な

い
で
あ
ろ
う
か
ら
断
る
、
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
特
使
を
派

遣
し
て
き
た
意
思
を
嘉
と
し
、
島
主
成
職
に
金
剛
経
ほ
か
の
仏
典
と

米
一
百
石
、
綿
布
五
〇
匹
、
そ
の
他
の
品
々
を
特
賜
さ
せ
る
こ
と
と

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
朝
鮮
は
対
馬
島
主
に
対
し
て
、
ほ
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ぼ
一
貫
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
懐
柔
政
策
を
と
り
、
沿
岸
の
安
全
を
保
と

う
と
し
て
き
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

宗
成
職
島
主
時
代
、
対
馬
は
対
朝
鮮
政
策
は
一
四
一
九
（
応
永
二

六
）
年
の
癸
亥
東
征
後
の
世
宗
国
王
が
主
導
し
た
朝
鮮
側
の
和
解
と

統
制
政
策
に
全
面
的
に
従
う
形
で
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
が
九
〇
回

に
も
及
ぶ
太
守
（
島
主
）
名
義
の
遣
使
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
漢
城
（
漢
陽
）
府
へ
到
着
し
て
い
た
使
者
が
複
数
回
に
わ
た

っ
て
「
来
献
土
物
」
し
て
い
た
こ
と
も
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
明
ら
か
に
姓
名
を
記
さ
れ
て
い
る
島
主
以
外
の
島
内
豪
族
や
九

州
北
部
の
有
力
大
名
と
併
記
、
す
な
わ
ち
共
同
の
使
船
も
あ
っ
た
。

ま
た
彼
ら
、
と
り
わ
け
島
内
の
豪
族
の
中
に
は
島
主
文
引
が
朝
鮮
渡

航
に
必
要
な
こ
と
か
ら
「
太
守
」
名
義
で
の
使
船
を
出
し
た
こ
と
も

あ
り
得
た
。ま
た
島
内
の
勢
力
と
の
勢
力
関
係
の
駆
け
引
き
の
中
で
、

島
主
が
島
主
名
義
の
書
契
発
行
を
強
要
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
膨
大
な
回
数
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
貞
盛
執
政
時
代
を
う
け
た
成
職
の
時
代
は
大
筋
に
お
い
て
前

島
主
の
政
策
と
統
制
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
、と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
成
職
が
島
主
襲
職
か
ら
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
年
月
が
経
た
な
い
間

に
京
都
の
将
軍
家
か
ら
招
か
れ
て
上
洛
し
、
謁
見
し
た
こ
と
は
対
馬

と
朝
鮮
と
の
関
係
を
中
央
政
権
に
認
知
さ
せ
た
こ
と
に
も
通
じ
る
。

従
っ
て
対
馬
島
主
と
し
て
は
、
島
内
の
諸
勢
力
は
も
と
よ
り
、
九
州

の
諸
守
護
大
名
た
ち
に
も
対
馬
の
特
殊
権
益
を
追
認
さ
せ
た
意
味
も

も
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
か
ら
す
れ
ば
、
成
職
時
代
は
対
馬

に
と
っ
て
相
対
的
に
安
定
し
た
内
外
情
勢
の
う
ち
に
あ
っ
た
、
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
政
策
は
次
の
継
嗣
子
の

貞
国
時
代
に
引
き
継
が
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
こ
の
よ
う
な

対
朝
鮮
関
係
の
展
開
、
他
方
で
中
央
に
お
い
て
は
足
利
政
権
の
統
制

力
の
弱
体
化
が
進
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
偽
使
」
の

横
行
が
出
始
め
る
。
そ
の
よ
う
な
緩
衝
期
が
宗
成
職
の
時
代
で
あ
っ

た
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
中
央
に
お
い
て
は
、
将
軍
で
あ
る
足
利
義
政
が
こ
の
よ
う
な

朝
鮮
―
対
馬
関
係
を
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
た
と
し
て
、
中
央
政
権

と
し
て
の
政
策
上
、ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
度
重
な
る
朝
鮮
へ
の「
国

王
使
」
の
派
遣
や
遣
明
船
の
渡
航
を
実
行
し
、
そ
れ
ら
の
も
た
ら
す

交
易
の
利
益
や
文
物
導
入
に
対
し
て
積
極
的
な
意
思
を
も
っ
て
い
た

か
も
具
体
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

�

（
な
か
お 

ひ
ろ
し 

京
都
造
形
芸
術
大
学
客
員
教
授
）
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西
暦

月

日

記
事
（
カ
ッ
コ
の
番
号
は
注
の
各
号
）

一
四
五
二
一
一
庚
申
日
本
国
（
以
下
略
）
対
馬
太
守
宗
彦
六
来
献
土
物
。

（
壬
申
）

丙
戌
対
馬
太
守
宗
彦
六
成
職
請
図
書
、
及
児
千
代
熊
図
書
、

従
之
。

甲
寅
対
馬
太
守
宗
成
職
来
遣
使
節
土
物
。

一
四
五
三

（
癸
酉
）　

二
己
丑
対
馬
州
宗
成
職
使
者
侯
楼
加
臥
、
書
成
職
禁
制
、
呈
于

礼
曹
（
10
）

　

三
戊
午
対
馬
州
太
守
州
成
職
・
薩
摩
州
伊
集
院
寓
鎮
隅
州
太
守

藤
熙
各
遣
人
来
献
土
物
。

　

四
壬
辰
対
馬
州
宗
成
職
・
宗
盛
弘
・
護
軍
平
茂
続
等
遣
人
来
遣

土
物
。

　

五
丁
巳
親
行
朔
祭
于
景
僖
殿
、
対
馬
太
守
宗
成
職
・
筑
前
州
藤

源
教
頼
・
上
松
浦
一
岐
塩
津
観
音
寺
宗
殊
使
人
等
、
随

班
進
香
。

己
未
対
馬
州
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

癸
亥
対
馬
州
宗
成
職
・
宗
貞
国
等
、
遣
人
来
献
土
物
。

辛
未
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
宗
盛
弘
等
、
遣
人
来
献
土
物
。

壬
甲
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
一
岐
州
真
弓
源
永
久
等
遣
人
来

献
土
物
。

乙
亥
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
宗
盛
弘
・
一
岐
真
弓
源
永
等
遣

人
来
献
土
物
。

　

七
丙
寅
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
一
岐
州
源
聞
・
各
遣
使
来
献
土

物
。

一
四
五
四
正
月
癸
丑
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

（
甲
戌
）　

二
乙
未
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

己
酉
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

　

四
乙
未
対
馬
州
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

癸
卯
対
馬
島
主
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

　

五
庚
申
対
馬
州
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

甲
子
対
馬
州
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

　

八
乙
酉
対
馬
太
守
宗
成
職
所
送
（
人
名
略
）
十
二
船
、到
薺
州
。

（
11
）
―
以
下
略
。

　

九
丙
戌
対
馬
島
主
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

癸
巳
対
馬
島
主
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

一
四
五
五　

四
壬
午
対
馬
島
敬
差
官
（
以
下
略
）（
12
）

（
乙
亥
）　

六
辛
巳
対
馬
州
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
、並
送
漂
流
人
朴
元
生
。

丁
亥
対
馬
州
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

壬
辰
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

癸
巳
真
弓
兵
部
少
輔
源
永
・
対
馬
島
主
宗
成
職
、
各
遣
人
来

献
土
物
。

戊
戌
対
馬
島
主
宗
成
職
及
宗
盛
家
・
宗
貞
国
、
各
遣
使
人
来

献
土
物
。

閏
六
庚
申
対
馬
州
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

乙
丑
源
持
直
・
上
松
浦
僧
源
介
祐
・
対
馬
州
宗
成
職
、
各
遣

使
来
献
土
物
。

　

七
丙
子
対
馬
州
宗
成
職
・
宗
盛
家
、
各
遣
使
来
献
土
物
。

一
四
五
六

（
丙
子
）　

三
壬
辰
関
西
道
豊
州
太
守
源
持
直
（
他
略
）
対
馬
州
宗
成
職
、

各
遣
使
来
献
土
物
。

　

四
戌
午
対
馬
州
宗
成
職
・
五
島
宇
久
守
源
勝
（
他
略
）
各
遣
使

来
献
土
物
。

　

六
庚
子
対
馬
島
主
宗
成
職
・
宗
賀
茂
・
真
弓
（
他
略
）
各
遣
使

土
物
。

甲
子
対
馬
州
宗
成
職
遣
使
節
来
献
土
物
。

壬
戌
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

宗
成
職
島
主
期
の
朝
鮮
遣
使
（
一
四
五
二
～
一
四
六
七
）『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
所
載
記
事
に
よ
る
。
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甲
子
対
馬
州
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

　

七
庚
午
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

丁
酉
対
馬
州
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

　

九
丙
戌
礼
曹
啓
、
対
馬
島
宗
成
職
使
者
于
面
老
・
三
甫
都
老
言

（
後
略
）（
13
）

一
四
五
七　

七
壬
戌
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

（
丁
丑
）　

九
癸
未
対
馬
島
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

一
〇
丙
申
対
馬
島
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

戊
戌
対
馬
島
宗
成
職
・
肥
前
州
松
浦
丹
後
太
守
源
盛
、
各
遣

使
来
献
土
物
。

丁
未
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

一
四
五
八
閏
二
丙
寅
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

（
戌
寅
）

戊
辰
対
馬
島
主
宗
成
職
・
上
松
浦
呼
子
一
岐
守
源
高
、
各
遣

使
来
献
土
物
。

　

三
庚
寅
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

乙
未
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

辛
丑
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

壬
寅
対
馬
島
主
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

　

六
辛
酉
対
馬
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

一
四
五
九

（
己
卯
）　

三
癸
未
対
馬
島
主
宗
成
職
及
宗
盛
直
・
一
岐
州
真
弓
源
永
（
他

略
）
各
遣
使
来
献
土
物
。

　

四
壬
辰
対
馬
島
主
宗
成
職
・
一
岐
州
真
弓
源
永　

各
遣
使
来
献

土
物
。

　

八
乙
丑
対
馬
島
主
宗
成
職
、
遣
皮
古
汝
文
等
、
来
献
土
物
（
以

下
略
）（
14
）

一
四
六
〇

（
庚
辰
）
正
月
辛
己
通
信
使
遭
難
。
一
臣
翌
到
対
馬
島
。
島
主
宗
成
職
薬
餌

調
護
又
給
衣
笠
（
15
）

丁
丑
礼
曹
奉
啓
、
復
書
于
対
馬
太
守
宗
成
職
曰
（
中
略
）
殿

下
之
嘉
特
賜
。

　

二
辛
未
薩
摩
州
藤
居
久
対
馬
州
宗
成
職
・
貞
国
・
関
西
路
安
芸

州
持
平
、
各
遣
使
来
献
土
物
。

　

六
壬
申
五
島
宇
久
守
源
勝
・
塩
津
留
伊
勢
源
聞
・
豊
州
大
友
親

繁
・
対
馬
太
守
宗
成
職
、
各
遣
使
来
献
土
物

　

七
丙
子
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

　

八
壬
申
対
馬
州
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。皮
古
汝
文
献
馬
一
匹
、

御
忠
順
堂
引
見
、
各
賜
虎
皮
一
枚
・
油
紙
席
一
張
・
彩

文
席
二
張
・
命
饋
于
賓
庁
、
観
射
設
酌
。

一
四
六
一
正
月
己
巳
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

（
辛
巳
）　

四
壬
辰
対
馬
州
太
守
宗
成
職
母
死
。
遣
上
護
軍
皮
尚
宜
宣
慰

（
16
）

　

五
乙
丑
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

戊
辰
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

　

六
壬
午
御
思
政
殿
、
受
常
参
視
点
事
。
令
二
品
以
上
入
侍
、
上

曰
対
馬
島
主
宗
成
職
、
請
受
職
、
従
一
品
、
正
二
品
、

何
者
可
授
（
後
略
）（
17
）

癸
未
対
馬
島
主
宗
成
職
、
授
中
枢
殷
事
、
兼
対
馬
州
都
節
制

使
。（
18
）

一
四
六
二
正
月
壬
戌
対
馬
太
守
宗
成
職
・
代
官
宗
盛
直
遣
人
来
献
土
物
。

（
壬
午
）　

六
丙
子
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。
倭
護
三
甫
郎
大

郎
、
亦
来
献
土
物
。

　

七
乙
巳
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
教
頼
等
、
遣
人
来
献
土
物
。

　

八
己
巳
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
人
土
物
。
倭
護
軍
多
羅
而
羅
亦

来
献
土
物
。

一
四
六
三
一
一
乙
卯
対
馬
州
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

（
癸
未
）
一
二
丁
酉
対
馬
州
宗
成
職
遣
人
来
献
土
物
。

丁
未
対
馬
州
太
守
宗
理
職
・
上
松
浦
塩
津
留
伊
勢
守
源
聞
、。
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各
遣
人
来
献
上
土
物

一
四
六
四
正
月
甲
寅
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

（
甲
申
）

己
未
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
上
偽
物
。

壬
戌
対
馬
太
守
宗
成
職
遣
使
求
論
語
・
三
体
詩
。

　

六
丙
申
対
馬
宗
太
守
成
職
、特
遣
泰
盛
幸
六
人
来
献
土
物
。（
以

下
略
）（
19
）

　

七
甲
戌
（
前
略
）
宗
成
職
（
中
略
）
其
情
可
嘉
、
特
賜
成
職
金

剛
経
五
解
他
（
後
略
）

一
四
六
五　

三
庚
戌
対
馬
州
太
守
平
原
朝
臣
宗
成
職
遣
人
来
献
上
土
物
。

（
乙
酉
）

乙
卯
賜
宗
成
職
米
豆
各
一
百
石
・
綿
布
五
〇
匹
・
羅
三
匹
（
後

略
）

　

八
辛
巳
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
上
土
物
。

　

九
戊
辰
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

一
一
壬
子
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
平
朝
臣
宗
彦
八
郎
茂
世
他
、
各

遣
使
来
献
土
物
。

一
二
辛
未
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
平
朝
臣
宗
彦
七
貞
国
、
各
遣
人

来
献
土
物
。

壬
辰
対
馬
州
太
守
宗
成
職
遣
使
来
献
土
物
。

一
四
六
六

（
丙
戌
）　

四
癸
丑
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
代
官
宗
盛
直
・
上
郡
追
浦
平
朝

臣
宗
伯
耆
守
茂
次
、
各
人
遣
人
来
献
土
物
。

　

七
庚
辰
対
馬
州
宗
誠
（
成
）
職
・
宗
彦
八
郎
茂
世
等
、
各
遣
人

来
献
土
物
。

丙
申
対
馬
州
宗
成
職
・
一
岐
州
上
松
浦
塩
津
留
観
音
寺
宗
殊

等
、
遣
人
土
物
。
対
馬
州
向
化
護
軍
波
古
時
羅
亦
来
献

土
物
。

戊
戌
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
肥
前
州
上
松
浦
鴨
打
源
永
等
、

各
遣
人
土
物
。

　

八
丁
未
西
海
路
周
防
州
大
内
進
亮
多
多
良
朝
臣
教
之
・
対
馬
州

太
守
宗
成
職
・
平
朝
臣
宗
彦
九
郎
貞
秀
等
、
各
遣
人
来

献
土
物
。

　

九
甲
戌
対
馬
州
宗
成
職
・
守
護
代
宗
盛
直
、
各
遣
人
来
献
土
物
。

一
〇
乙
亥
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
守
護
代
宗
盛
直
・
筑
前
州
大
宰

府
都
督
司
馬
少
卿
藤
原
朝
臣
教
頼
・
肥
前
州
上
松
浦
呼

子
一
岐
守
源
義
、
各
遣
人
来
献
土
物
。

己
亥
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・（
仁
）位
郡
宗
信
濃
守
平
盛
家
他
、

各
遣
人
来
献
土
物
。

一
一
丁
丑
（
前
略
）
対
馬
州
太
守
宗
成
職
・
代
官
宗
盛
直
他
、
各

遣
人
来
献
土
物
。

一
四
六
七

（
丁
亥
）　

八
辛
丑
礼
曹
啓
曰
、令
対
馬
州
太
守
宗
成
職
所
遣
宗
彦
四
郎
等
、

前
者
、
齋
輸
（
論
）
三
浦
作
真
倭
人
事
書
、
往
輸
島
主

治
罪
、
其
功
可
賞
、
請
加
賜
米
豆
三
〇
石
、
従
之

註
（
１
）�『
宗
氏
家
譜
略
』
第
十
代
成
職
君
の
項
に
「
刑
部
少
輔
」
の
官
名

を
称
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

（
２
）�

別
表
記
載
以
後
の
『
実
録
』
に
は
一
四
六
八
（
応
仁
二
）
年
の
『
朝

鮮
王
朝
実
録
』
記
事
に
成
職
の
名
は
見
え
ず
、
宗
貞
国
か
ら
の
遣

使
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。

　

（
３
）�『
宗
氏
家
譜
』
及
び
『
宗
氏
世
系
私
記
』
の
記
事
。

　

（
４
）�『
実
録
』
一
四
四
三
（
世
宗
二
五
）
年
十
一
月
壬
辰
条
。
元
服
前

の
成
職
へ
の
贈
物
で
あ
る
。

　

（
５
）�『
対
州
編
年
略
』
巻
第
二　

一
四
五
二
（
享
徳
元
）
年
壬
申
四
月

二
十
八
日

　

（
６
）�『
実
録
』
一
四
五
二
（
端
宗
零
）
年
七
月
丙
午
及
び
甲
寅
条
。
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�

朝
鮮
国
の
貞
盛
へ
の
図
書
給
付
は
「
密
約
」
で
あ
り
、
酋
長
・
九

州
商
倭
と
い
わ
ず
、
そ
の
携
行
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

ま
た
貞
盛
は
「
向
国
帰
順
、
出
於
至
誠
」
の
人
と
い
う
評
を
下
し
、

但
し
三
浦
倭
人
と
我
が
民
の
雑
居
状
態
の
処
に
つ
い
て
は
万
全
の

策
を
と
る
べ
し
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

（
７
）�『
実
録
』
一
四
五
二
（
端
宗
零
）
年
一
〇
月
乙
巳
条　

朝
鮮
が
こ

の
時
、
貞
盛
致
奠
官
と
し
て
成
均
司
芸
李
堅
義
、
致
愽
官
と
し
て

行
司
正
皮
尚
宜
で
、
年
表
本
文
が
そ
の
報
告
で
あ
る
。

　

（
８
）�

申
叔
舟
『
海
東
諸
国
紀
』
の
田
中
健
夫
の
解
説
（
岩
波
文
庫
版
四

一
四
頁
）
に
よ
る
。

　

（
９
）�

中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
上　

三
二
七
～
三
三
六
頁　

一
九
六
五
年　

吉
川
弘
文
館
（
17
）（
18
）

　

（
10
）�『
実
録
』
一
四
五
三
（
端
宗
元
）
年
二
月
戌
子
条
。
成
職
の
使
者

は
礼
曹
に
対
し
て
島
内
の
禁
制
と
し
て
酒
・
買
物
の
禁
止
、
駅
で

の
善
馬
の
用
意
、
佩
刀
剣
の
禁
止
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。

　

（
11
）�『
実
録
』
一
四
五
四
（
端
宗
二
）
年
八
月
乙
酉
条
。

　

（
12
）�『
実
録
』
一
四
五
五
（
端
宗
三
）
年
四
月
壬
午
条
。（
11
）（
12
）

と
も
約
条
を
上
回
る
日
本
各
地
か
ら
の
渡
航
船
に
関
す
る
問
題
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。（
本
文
参
照
）

　

（
13
）�『
実
録
』
一
四
五
六
（
世
祖
元
）
年
九
月
丙
戌
条
。
熊
川
節
制
使

金
乙
孫
が
進
上
し
た
書
契
と
環
刀
を
足
蹴
に
し
た
こ
と
に
対
す
る

抗
議
。
恒
居
倭
人
に
対
す
る
監
視
強
化
を
議
す
。

　

（
14
）�『
実
録
』
一
四
五
九
（
世
祖
四
）
年
八
月
、
琉
球
国
使
者
道
安
の

対
馬
で
の
虚
言
に
対
し
て
秦
盛
そ
の
間
の
事
情
を
説
明
、
こ
の
件

で
成
職
が
「
発
奮
千
万
」
し
た
こ
と
を
報
告
。

　

（
15
）�

日
本
へ
の
通
信
使
・
宋
処
倹
ら
が
釜
山
沖
で
遭
難
、
殆
ど
が
溺
死

し
た
事
件
に
つ
き
対
馬
島
主
が
極
力
救
援
に
努
め
た
件
に
つ
き
、

国
王
は
そ
れ
を
嘉
と
し
て
白
綿
釉
、
虎
豹
皮
、
米
穀
な
ど
を
宗
氏

と
そ
の
配
下
に
特
賜
。

　

（
16
）�『
実
録
』
一
四
六
一
（
世
祖
六
）
年
四
月
壬
辰
条
。
宗
成
職
母
の

死
去
に
際
し
て
、
朝
鮮
か
ら
弔
意
使
者
が
来
る
。
島
主
親
族
の
弔

意
使
者
の
記
事
は
こ
れ
が
唯
一
。

　

（
17
）�『
実
録
』
一
四
六
一
（
世
祖
六
）
年
六
月
壬
午
条
。

　

（
18
）�『
実
録
』
一
四
六
一
（
世
祖
六
）
年
六
月
癸
未
条
。

�

い
ず
れ
も
宗
成
職
受
職
の
件
、
本
稿
四
節
参
照
。

　

（
19
）�『
実
録
』
一
四
六
四
（
世
祖
九
）
年
六
月
丙
申
条
。
庚
子
条
。
い

ず
れ
も
本
稿
五
節
参
照
。


